
学術情報へのアクセス向上を目指して─機関リポジトリのいま

特 集特 集

アジ研ワールド・トレンド No.162（2009. 3）― 22

●
は
じ
め
に

　

韓
国
で
は
韓
国
教
育
学
術
情
報
院
（
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ｓ
）
が
開
発
し
た
学
術
情
報
デ
ジ
タ
ル
流
通
シ
ス

テ
ム
（ D

igital Collection

＝dCollection)

が
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
代
表
的
な
運
営
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
開
発
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
、
各
大
学
に
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学

に
お
け
る
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
構
築
が
増
加
し
た
。

一
方
、
対
外
経
済
政
策
研
究
院
（
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
）
や

韓
国
科
学
技
術
院
（
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
な
ど
の
オ
ー

プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
流
れ
に
敏
感
に
反
応
し
て
い
る

研
究
機
関
も
あ
り
、
運
営
モ
デ
ル
の
研
究
や
運
営

シ
ス
テ
ム
の
独
自
開
発
な
ど
の
動
き
を
見
せ
て
い

る
。●dC

ollection―

韓
国
教
育
学
術
情

報
院

　

韓
国
教
育
学
術
情
報
院
は
教
育
科
学
技
術
部
管

轄
の
政
府
系
機
関
で
、
教
育
・
学
術
情
報
化
活
動

を
行
っ
て
い
る
。二
〇
〇
三
年
に
情
報
通
信
部（
当

時
）
が
所
管
す
る
「
知
識
情
報
資
源
管
理
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
学
術
電
子
情
報
の
生
産
と
流
通

の
た
め
のdCollection

を
開
発
し
各
大
学
に
普

及
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
各
大
学
で
はdCollec-

tion 

を
利
用
し
て
構
内
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
構
築

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。dCollection

を
導
入

し
た
大
学
は
二
〇
〇
三
年
に
は
四
大
学
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
一
四
四
大
学
が
参
加
し
、

ほ
ぼ
普
及
が
完
了
し
た
（
表
１
）。

　

dCollection

の
配
布
に
よ
り
各
大
学
で
は
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
費
用
や
時
間
の
省
力
化
が
で

き
た
が
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
第
一
に
、
ど
の
大
学
で
も
人
員
不
足

で
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
の
専
門
職
員
が
お
ら
ず
、
兼

任
職
員
が
担
当
し
て
い
る
。
第
二
に
、
著
作
権
の

帰
属
が
不
明
確
な
た
め
、
帰
属
の
確
認
に
手
間
が

か
か
る
。第
三
に
、教
授
や
研
究
者
は
セ
ル
フ
ア
ー

カ
イ
ビ
ン
グ
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
登
録
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
り
見
返
り
も
な
い

か
ら
で
あ
る
。
第
四
に
、
書
誌
デ
ー
タ
の
管
理
が

既
存
の
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
と

dCollection

で
重
複
す
る
た
め
、
本
格
的
導
入

を
控
え
る
大
学
が
あ
る
。
第
五
に
、dCollec-

tion

が
学
位
論
文
提
出
用
の
手
段
と
し
て
流
用
さ

れ
る
傾
向
に
あ
り
、
登
録
件
数
は
増
え
る
が
コ
ン

テ
ン
ツ
の
品
質
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
。
第
六
に
、

リ
ポ
ジ
ト
リ
担
当
者
が
大
学
内
の
出
版
状
況
を
正

安
泰
慶
・
二
階
宏
之

韓
国
─
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
現
況

表１　大学へのdCollectionシステム普及状況

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

導入大学数 4 16 20 22 144

累　　　計 4 20 40 62 206

（出所）�dCollection統合検索サービスホームページ（http://www.dcollection.net/search/main.do）より筆者作成。
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確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
リ
ポ
ジ
ト

リ
担
当
者
と
教
授
や
研
究
者
と
の
連
携
が
よ
く
な

い
。
第
七
に
、
著
者
最
終
稿
の
管
理
が
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
。

　

dCollection

に
登
録
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を

閲
覧
し
た
い
場
合
は
、dCollection

統
合
検
索

サ
ー
ビ
ス
（（http://w

w
w
.dcollection.net/

search/m
ain.do

）
を
利
用
す
る
と
よ
い
。
各

大
学
が
登
録
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
一
括
で
検
索
で

き
、
原
文
を
閲
覧
で
き
る
。
原
文
を
見
る
際
に
は
、

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
要
求
さ
れ
る
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
会
員
登
録
が
可
能
で
あ
る
。

●
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
研
究
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ―

対
外
経
済
政
策
研
究
院

　

国
務
総
理
室
管
轄
の
対
外
経
済
政
策
研
究
院
が

開
発
し
た
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
研
究
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ
は
、

二
〇
〇
七
年
の
情
報
化
改
善
計
画
の
一
つ
と
し
て
、

研
究
成
果
の
ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
、
普
及
を
目
的
に

出
発
し
た
。
ま
た
、
研
究
成
果
を
ウ
ェ
ブ
に
掲
載

す
る
だ
け
で
な
く
、D

Space

を
用
い
て
多
様
な

検
索
機
能
を
導
入
し
た
。
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
は
、
主
に
研
究
報
告
書
、
学
術
雑
誌
論
文
、

新
聞
コ
ラ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
発
表
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
る
。
デ
ー
タ
構
築
数
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月

末
現
在
、
学
術
雑
誌
論
文 

が
三
三
〇
〇
件
、
報

告
書
が
一
四
八
〇
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
テ

ン
ツ
は
、
対
外
経
済
政
策
研
究
院
の
全
部
署
で
作

成
さ
れ
、
知
識
情
報
室
で
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
代
行

登
録
が
行
わ
れ
る
。
原
則
的
に
は
セ
ル
フ
ア
ー
カ

イ
ブ
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
研

究
者
た
ち
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
代
行
登
録
方

式
を
と
っ
て
い
る
。
登
録
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
研
究
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
蓄
積
さ
れ
、

Ｏ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ト
コ
ル
を
通
じ
て
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の

O
A
Ister

な
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ

ダ
に
提
供
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
ウ
ェ

ブ
を
通
じ
て
世
界
学
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
提
供

さ
れ
る
。

　

D
Space

の
利
用
に
当
た
っ
て
は
次
の
よ
う
な

問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
漢
字
処
理
が
不
完
全
な

た
め
ハ
ン
グ
ル
で
デ
ー
タ
を
入
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

第
二
に
、
遡
及
デ
ー
タ
を
一
括
で
入

力
す
る
場
合
に
は
、
書
誌
目
録
デ
ー
タ
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
用
の
メ
タ
デ
ー
タ
へ
変
換
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
Ｏ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ト
コ
ル
を
通
じ
て
開
示

す
る
場
合
、
Ｏ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ト
コ
ル
を
使
用
す
る
全

て
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て

デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　

現
在
、
人
員
不
足
と
予
算
支
援
が
な
い
こ
と
に

難
渋
し
て
い
る
。
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
に
関
し
て
は
、

知
識
情
報
室
の
職
員
が
分
担
し
て
業
務
を
引
き
受

け
て
い
る
状
況
で
、
専
門
職
員
は
い
な
い
。
代
行

登
録
以
外
に
シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
も
労
力
が
つ
ぎ

込
ま
れ
、
東
奔
西
走
す
る
日
々
が
続
く
。

●
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｓ―
韓
国
科
学
技
術
院

　

K
A
IST

 O
pen A

ccess Self-A
rchiving 

System

（
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
は
、
教
育
科
学
技

術
部
管
轄
の
韓
国
科
学
技
術
院
に
よ
り
二
〇
〇
七

表２　国内学会における学術誌論文の著作権帰属状況

著作権所有者
学問分野 学　　会 著　　者 学会著者共同 契約事項なし 著作権

帰属比率 

人　文　学　（55種） 5 0 1 49 10.9%

社 会 科 学　（67種） 21 0 1 45 32.8%

工　　　学　（20種） 9 0 0 11 45.0%

医学・薬学　（24種） 14 0 0 10 58.3%

合　　　計（166種） 49（29.5%） 0 2（1.2%） 115（69.2%） 30.7%

（出所）�イジェミン・ソンチョンギ・イミヨン「国内機関リポジトリ構築と活性化方案―ＫＡＩＳＴのＫＯＡＳＡＳ事例を中心に」（『情報管理研究』第39巻第3号、2008年）
（ハングル）。
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年
三
月
に
開
発
さ
れ
た
、
国
内
で
初
め
てD

Space

を
使
用
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、

韓
国
科
学
技
術
院
の
全
て
の
研
究
成
果
の
収
集
、

保
存
、
提
供
と
、
機
関
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
で

あ
る
。
二
〇
〇
七
年
四
月
二
四
日
か
ら
六
月
二
二

日
ま
で
、
附
属
大
学
の
電
算
学
科
と
電
気
電
子
工

学
専
攻
の
教
授
を
対
象
に
試
験
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
、
約
六
〇
〇
件
の
資
料
を
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
し

た
。
二
〇
〇
七
年
七
月
二
日
か
ら
は
附
属
大
学
の

全
学
科
を
対
象
と
し
て
本
格
稼
動
し
た
。

二
〇
〇
八
年
五
月
現
在
、
経
営
大
学
四
三
二
件
、

工
科
大
学
三
三
六
五
件
、
自
然
科
学
大
学
一
六
三

件
な
ど
、
合
計
で
三
九
六
〇
件
の
雑
誌
論
文
と
学

術
会
議
論
文
が
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
コ

ン
テ
ン
ツ
は
、
著
作
権
問
題
を
ク
リ
ア
し
た
英
文

の
雑
誌
論
文
と
学
術
学
会
論
文
で
あ
る
。
今
後
は
、

著
作
権
帰
属
が
不
明
な
論
文
の
取
り
扱
い
が
大
き

な
鍵
と
な
る
。
国
内
一
六
六
学
会
の
著
作
権
の
帰

属
現
況
は
、
著
作
権
帰
属
可
否
の
契
約
事
項
が
な

い
も
の
が
一
一
五
件
（
六
九・二
％
）、
学
会
が
著

作
権
を
所
有
す
る
も
の
が
四
九
件(

二
九・
五
％
）、

学
会
と
著
者
が
共
同
で
所
有
す
る
も
の
が
二
件

（
一・二
％
）
で
、
著
者
が
所
有
す
る
も
の
は
一
つ

も
な
い
（
表
２
）。
こ
の
よ
う
に
、
国
内
の
多
く

の
学
会
は
学
術
雑
誌
論
文
の
著
作
権
帰
属
に
つ
い

て
明
確
に
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
著
作
権
問
題

が
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
と
、
学
会
と
著
者
の
著
作
権
に
対
す
る
理

解
不
足
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
運
営
に
は
、
専
門
職
員
が
配

置
さ
れ
、
活
発
な
広
報
と
利
用
者
教
育
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
教
授
へ
の
協
力
を
継
続
的
に
行

う
な
ど
、
他
機
関
に
比
べ
る
と
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築

に
対
す
る
取
り
組
み
方
が
積
極
的
で
あ
る
。
現
在

コ
ン
テ
ン
ツ
の
登
録
権
限
は
教
授
だ
け
が
持
っ
て

い
る
が
、
今
後
は
学
生
や
職
員
に
も
権
限
を
拡
大

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

　
Ｉ
Ｔ
先
進
国
と
い
わ
れ
る
韓
国
で
な
ぜ
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
が
進
展
し
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
政
策

決
定
に
携
わ
る
政
府
や
大
学
教
授
の
認
識
不
足
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た

め
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
広
く
言
え
ば
学
術
情
報

化
の
発
展
が
韓
国
の
国
力
を
高
め
て
い
く
よ
う
な

政
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ

れ
に
基
づ
き
実
務
面
の
問
題
に
関
し
て
き
ち
ん
と

制
度
を
決
定
し
、
運
用
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
政
府
の
政
策
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

韓
国
で
は
世
論
が
政
治
を
動
か
す
大
き
な
力
を

持
っ
て
い
る
。
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
提
供
分
野
で

あ
る
学
術
情
報
を
す
べ
て
の
国
民
が
利
用
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
民
意
の
力
を
結
集
で
き
る

よ
う
な
斬
新
な
戦
略
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
一
方
、dCollection

の
活
用
で
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
の
裾
野
拡
大
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。
配

布
対
象
機
関
を
大
学
以
外
に
広
げ
れ
ば
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
の
構
築
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
あ
ん 

て
ぎ
ょ
ん
／
対
外
経
済
政
策
研
究
院

知
識
情
報
室
、
前
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
海
外

短
期
訪
問
研
究
者
、
に
か
い 

ひ
ろ
ゆ
き
／

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
）
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